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特定非営利活動法人 海苔のふるさと会 会報

大森 海苔のふるさと館ニュース20号

今年度は、人気のものを中心に年間の催し物の回数を増やします。夏休みには、小学生向

けの新しい体験教室も行います。海苔に関するものや親子で楽しめるものなどさまざ

まな催し物を予定しておりますので、皆様のご参加をお待ちしております。

※１と2の「海苔の街を伝えていこう」は、連続講座です。

内容の詳細は、大田区報やホームページをご覧ください。

申込み：受付開始日の午前9時より電話にて申込受付。土日祝日も受付けています。

問合せ先：大森海苔のふるさと館 電話：03-5471-0333

開催日
催し物

受付開始日

（区報掲載日）月 日・曜

4
17日（日） 海苔つけ体験 3月11日(金)

23日（土） 一日まるごとのりのり体験 4月11日(月)

5
8日（日） 一日まるごとのりのり体験 4月11日(月)

22日（日） 海苔網で袋づくり 5月11日(水)

6 19日（日） 海苔網で袋づくり 5月11日(水)

7

17日（日） ペーパークラフトで海苔とり舟をつくろう 6月21日(火)

18日（祝・月） 海の日映画上映会 当日先着

24日(日） 浜辺の生き物探検隊 7月11日(月)

8

6日（土） ヨシでコースターづくり

7月11日(月)
7日（日） タペストリーをつくろう

20日（土） 自由研究で海苔を調べよう

21日（日） 浜辺の生き物探検隊

9 18日（日） 海苔簀づくり 8月21日(日)

10 16日（日） 海苔簀づくり 9月21日(水)

11
20日（日） 海苔の街を伝えていこう①（講座編）※1 10月21日(金)

27日（日） 海苔つけ体験 11月11日(金)

12

4日（日） 海苔の街を伝えていこう②（まち歩き編）※2 10月21日(金)

11日（日） 海苔つけ体験 11月11日(金)

23日（祝・金） 一日まるごとのりのり体験 12月11日(日)

1
8日(日） 一日まるごとのりのり体験 12月11日(日)

22日（日） 海苔つけ体験 1月11日(水)

2
12日（日） 海苔つけ体験 1月11日(水)

26日（日） 一日まるごとのりのり体験 2月11日(土)

3
4日（日） 海苔つけ体験 2月21日(火)

11日（日） 一日まるごとのりのり体験 2月11日(土)

平成23年度の催し物



毎月の催し物の中から、今年度新しく実施するもの

や注目の催し物などをご紹介します。

■海苔つけ体験＆一日まるごとのりのり体験
・海苔つけ体験 10：00～12：00

・一日まるごとのりのり体験 10：00～15：00

海苔つけ体験は、生海苔を四角い枠に流し込んで

ほし、乾し海苔をつくる体験です。

一日まるごとのりのり体験は、昨年度開催したと

ころリクエストが多く寄せられた人気の催し物です。

内容は、海苔つけ体験に

加えて海苔生産者の体験

談や海苔のクイズ、最後

はほし上がった海苔を自

分ではがして持ち帰りま

す。他にも楽しい企画が

あるかもしれませんよ！

■海苔網で袋づくり
海苔を育てるための海苔網を編む技術を応用して、

巾着袋のような網目状の袋を編みます。

■ペーパークラフトで海

苔とり舟をつくろう
海苔をとるためのベカブ

ネ（伝馬船）という舟を、

本物そっくりのペーパーク

ラフトでつくります。

■夏休み体験学習会
今年は、夏休みの子供向けのイベントを多数開催

します。キミは自由研究で海苔博士になる？それと

も、潮の香りたっぷりのオリジナルのタペストリー

を作ってみる？

★ヨシでコースターづくり

海苔簀編み台を使って、河原に生え

ているヨシのコースターを作ります。

★タペストリーをつくろう

海苔網の編み方を習って、その網に貝殻やビーズ、

写真などを飾ってタペストリーを作ります。

★自由研究で海苔を調べよう

夏休みの自由研究、海苔づくりや海苔の秘密をみん

なで一緒に調べましょう。目指せ海苔博士！

★浜辺の生き物探検隊

浜辺で魚や貝を観察して、海とわたしたちの関係を

学びます。東京海洋大学のお兄さん、お姉さんが教

えてくれる大人気の催し物です。

■海苔簀（のりす）づくり
ヨシを使って、海苔つけの際に欠かせない海苔簀

を作ります。海苔つけ体験の時に自分で作った海苔

簀を持ってくれば、昔通り

の海苔つけ体験ができます。

海苔巻きの巻き簀としても

利用できる優れものです。
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お気軽にご参加いただけるミニ・イベントを開催。事前の

お申込みは原則不要です。

■絵本の読み聞かせと公園散歩
自然や季節の絵本の読み聞かせをします。そのあと

は目の前の公園で、お花や生

き物を探しましょう。

日にち：毎月第4火曜日

（12月は20日(火)）

時間：11：00～11：30

■ひまわりプロジェト
参加者と一緒にひまわりの種をまきます。夏になっ

たら満開のひまわりがみんなをお迎

えしてくれます。

日時：4月29日（祝・金）

5月1日（日）

13：30～15：00

■季節飾りと工作遊び
季節の行事や節句に合わせて、季節の飾りつけと子

ども向けの工作遊びをします。中秋の名月は、大人

も一緒に夕方の時間を楽しみましょう。

★端午の節句・カブトづくり

日時：5月3日（祝・火）

5月5日（祝・木）

13：30～15：00

★七夕飾り・短冊づくり

日時：7月3日（日）

13：30～15：00

★中秋の名月・お月見コ

ンサート

（別途要申込）

日にち：9月11日（日）

★桃の節句・おひなさま

づくり

日時：2月19日（日）

13：30～15：00
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幼児と一緒に参加できるイベント
当館では、幼児や小学校低学年のお子様も一緒に

参加できるイベントを開催しています。家族みんな

でお弁当持参で参加してみませんか。

★海苔つけ体験、一日まるごとのりのり体験★

生海苔から乾海苔をつくる体験ができます。完成

した海苔は持ち帰ることができるので、家でも楽し

めます。（日程は催事予定表をご覧ください。）

★絵本の読み聞かせと公園散歩★

季節に合わせた絵

本の読み聞かせを

します。その後、

前の公園でお花や

生き物を探します。

日時：毎月第四火

曜日

11時～11時30分

対象：幼児とその

保護者

★季節飾りと工作遊び★

昔の節句人形や季節の飾りなど飾ります。また、

飾りと行事に合わせた工作遊びをします。

対象：どなたでも

＊端午の節句「カブトをつくろう」（終了しました）

＊七夕「短冊づくり」7月3日（日）

＊桃の節句「おひなさまづくり」平成24年2月19日（日）

いずれも、午後1時30分～3時30分（時間内に自由に

ご参加できます）／参加費無料／申込不要

★ひまわりプロジェクト★

皆で協力して、館の周りにひ

まわりを咲かせます。

（第一回耕しの巻、第二回種

まきの巻は終了）

＊第三回「水まきの巻」5月か

ら7月の間、正午から午後3時

を除く開館時間

＊第四回「種とりの巻」秋ころを予定

展示
●海苔の展示●

一階正面には、大きな海苔の船が展示してありま

す。また、二階には触ったり体験したりできるコー

ナーもあります。

●生き物水槽●

カニやヤドカリ、魚などを飼っています。かわい

いお友達に会いに来てね。

●絵本コーナー●

季節に合わせて毎月絵本を入れ替えています。誰

でも自由に読むことができます。

●昔遊び●

コマや竹トンボ、あやとりなど、昔ながらの遊び

道具を用意しています。

館内の施設
■多機能トイレ■

1階の多機能トイレは、おむ

つ替えや授乳ができます。広い

のでバギーと一緒に中に入れます。

■三階展望コーナー■

公園を一望しながら飲食ができるスペースです。

人気の場所なので、交替でご利用をお願いします。

周辺の施設
◎大森ふるさとの浜辺公園◎

都内では珍し

い砂浜のある公

園です。海の生

き物を探したり、

砂で遊んだり元

気なちびっ子に

は大人気！休日

には売店がオー

プンするので、

ソフトクリームや軽食も楽しめますよ。

◎ローラー滑り台◎

23区では最大級のローラー滑り台はいつも大人気。

一度滑るとやみつきになります。

◎平和の森公園フィールドアスレチック◎

アスレチックは当館から歩いて徒歩2分。昨年リ

ニューアルされて、楽しさも倍増です。
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子どもも一緒！家族みんなで楽しもう！

夏期開館時間延長のお知らせ
6月～8月は、閉館時間が午後7時になります。



この度、5月1日にご寄贈いただきました模型船

「荷足船」は、当館1階展示室に展示してある海苔

船「伊藤丸」を昭和33年に造船した小島延喜氏によ

り、2年半の歳月をかけて製作されました。

小島延喜氏より「荷足船」のお話しを伺いました。

『「荷足船」(注1)は羽田の砂利船として往時100艘

ぐらいあり、幅3メートル程もあり、明治、大正、

昭和のはじめ頃まで使われていました。特に大正12

年、関東大震災の復興の際に東京から横浜間で相当

活躍した船で、この大きな船では川を遡って行くこ

とはできませんでしたから、平ったい川舟に荷を積

んで「荷足船」に荷を移し替えて東京から横浜間の

港に通いました。港から揚げた荷は当時、クルマが

なかったので馬や牛で運びました。戦後までは結構

残っていましたが、砂利や砂

を採るにしたがい、次第に川

底が深くなり砂利や砂が採れ

なくなり「荷足船」もその姿

を消すことになりました。

「船竹」(注2)として造船し

た２艘（伊藤丸・ちゅうべか）

の船を関東で最初の和船文化

財登録(注3)をしていただいた

恩返しとして、今回「海苔の

ふるさと館」へ和船模型の

「荷足船」を新たに製作し寄

贈させていただきました。』

以上のお話しを小島延喜氏より直接伺い、大変心

温まる和船模型「荷足船」をご寄贈いただきました。

是非、多くの皆様にご覧頂きたいと思います。

（高橋）

※(注1）荷足船：多摩川河口の羽田を拠点として

いた回漕船です。江戸時代には多摩川を筏で下って

きた材木を積み、明治時代には多摩川の砂利や砂を

東京・横浜方面へ運搬しました。この「荷足船」が

「海苔船」の前身となります。

(注2）船竹：小島延喜氏のご兄弟とお父様が営ん

でいた船大工の屋号。

(注3）和船文化財登録：平成11年、国の重要有形

民俗文化財「大森及び周辺地域の海苔生産用具」と

して2艘の船が追加登録され

ました。
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Welcome to Omori Nori Museum!!

海苔のふるさと館への恩返しとして・・・
－元船大工の小島延喜氏より荷足船をご寄贈いただきました－

大森海苔のふるさと館には数多くの外国人の方々

が訪れます。また今年4月より大森海苔のふるさと

館では日本語のリーフレットに加えて外国語（3ヶ

国語）のリーフレットを設置することとなりました。

各言語は次のとおりです。①英語 ②中国語 ③韓

国語 です。

毎年夏になると大田区の友好都市であるアメリカ

のセーラム市から来日する交換学生が来館し日米の

友好親善を行なっています。これまでに韓国、台湾、

イタリアなどの団体見

学の方々やイギリス、

フランス、アイルラン

ド、アメリカ、カナダ、

エジプト、オーストラ

リアなど個人の見学者

も多く見受けられます。

“Nori”は、おいしくてヘルシーな日本食ブーム

のひとつとして世界に広まり、“Sushi”や“Miso

Soup”など外国人の方々が祖国でも“Nori”を食べ

る機会が増えて来ていることも大きな要因のひとつ

とだと考えられます。

日本を代表する味“Nori”が、ここ大森から全国

に世界に広まった事実を少しでも多くの外国人の方々

にも感じてもらい、心のどこかに“Nori”や“Omori

Nori Museum”について思い出していただけると大

変うれしく思います。（高橋）

① ② ③



この度、企画展『大田の船模型展 －海苔船の

誕生－』で紹介致します船模型は「大田区立郷土

博物館」の収蔵品と「大森海苔のふるさと館」の

常設展示ならびに収蔵品、合わせて７点の船模型

を2階展示室で紹介しています。

「海苔船」は、海苔漁場の拡大に伴い、より遠

くにある沖合いの漁場に向かうため、海苔採りで

使われていたベカ舟数隻と動力（エンジン）を積

載した船のことです。

また、はじめから「海苔船」という動力船その

ものが存在したのではなく、往時、東京湾内や多

摩川河口付近で使われていた大型帆船である「荷足

船（にたりぶね）」や「打瀬船（うたせぶね）」と

いった大型の中古船を流用し改良されたものが、

「海苔船」として誕生しました。

「大森海苔のふるさと館」の１階展示室には、特

に初めて当館に足を運ばれる方には強いインパクト

を与える展示品があります。それが今回、企画展の

「海苔船」模型のモデルとなった実際の「海苔船・

伊藤丸」です。全長は13メートルにもなり、往時、

実際に使われていた実物の船です。みなさんはその

迫力に圧倒されるはずです。

さらに「海苔船・伊藤丸」の上には実際に使われ

ていた１艘のベカ舟とその手前には平成８年に復元

された中ベカ（ちゅうべか）も展示されています。

現在、「大森海苔のふるさと館」の目の前に広が

る「大森ふるさとの浜辺公園（略称：ふるはま）」

の海上には、往時、数多くの木造船が行き来し、海

苔採りを行なっていたことでしょう。それは海苔採

り作業には決して欠かすことのできない船だったか

らです。

今回の企画展では「海苔船」の成立や時代背景な

どを写真パネルやキャプションなどにまとめ、限り

なく忠実に復元された船模型を使い立体的な展示を

行っています。

元船大工の方や元海苔漁業者の方のご協力の元、

船模型の展示を行なうことができました。さらに前

回の『ニュース21号』でもご紹介致しました小島延

喜氏よりご寄贈頂いた「荷足船」も展示させていた

だき、さらに迫力ある展示となりました。

少しでも多くの方々に「海苔船」について興味を

持って頂けるよう展示方法も工夫し、わかりやすく

楽しんで「海苔船」の歴史を学んでいただける貴重

な機会を持ちました。

是非、この夏休みの機会にも多くの方々にご来館

いただき、往時の海苔漁業について少しでも考えて

いただけるきっかけになればと思います。（高橋）
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企画展

船模型で紹介する海苔船の成立 海苔船は荷足船と打瀬船から生まれた

平成23年6月21日（火）～10月 16日（日）
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漁
業
組
合
で
海
苔
製
造
を
し
て
い
た
仲
間
の
中
で
船
足
が
一
番
遅
い
船
だ
っ

た
の
で
、
父
と
私
は
、
ふ
た
り
で
自
分
の
船
を
、
そ
ろ
そ
ろ
走
る
「
そ
ろ
そ
ろ
丸
」
と
呼

ん
で
い
た
。

東
京
湾
の
沿
岸
漁
業
と
は
い
え
、
海
苔
の
最
盛
期
で
あ
る
冬
の
海
は
北
西
の
季
節
風
が

強
く
吹
き
荒
れ
る
。
全
長
八
メ
ー
ト
ル
、
幅
二
メ
ー
ト
ル
そ
こ
そ
こ
の
船
体
に
五
馬
力
の

エ
ン
ジ
ン
を
搭
載
し
た
老
朽
船
。
何
故
、
そ
の
よ
う
な
老
朽
船
で
、
ひ
と
つ
間
違
え
れ
ば

生
命
に
か
か
わ
る
、
荒
れ
る
冬
の
海
に
出
て
行
っ
た
か
。

当
時
、
昭
和
三
十
五
年
前
後
の
東
京
湾
の
沿
岸
漁
業
は
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て
い
た
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
の
た
め
、
羽
田
空
港
へ
の
湾
岸
道
路
整
備
、
そ
の
上
、
工
業
の

発
展
に
よ
る
沿
岸
の
海
水
汚
染
で
廃
業
寸
前
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
も
汚
染
が
も
と
で
、

年
毎
に
不
作
が
大
き
く
な
り
、
借
金
が
か
さ
む
ば
か
り
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
ん
な
わ
け

で
、
古
い
船
を
手
入
れ
し
、
エ
ン
ジ
ン
を
整
備
し
て
大
事
に
使
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

冬
の
海
で
の
操
業
は
東
京
湾
と
は
い
え
大

変
厳
し
い
も
の
だ
っ
た
。
ひ
と
つ
荒
れ
だ
す

と
二
メ
ー
ト
ル
以
上
の
波
が
立
ち
、
私
の
船

の
よ
う
な
小
さ
い
船
は
木
の
葉
の
よ
う
に
弄

ば
れ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
、
私
達
海
で
働
く

者
は
天
気
予
報
、
特
に
風
向
き
に
注
意
し
少

し
雲
行
き
が
悪
く
な
る
と
、
す
ぐ
操
業
を
中

止
し
て
岸
に
向
か
っ
て
逃
げ
る
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
海
苔
を
採
る
一
人
乗
り
の
テ
ン
マ

船
を
親
船
に
引
き
上
げ
る
、
そ
し
て
、
船
の

揺
れ
に
よ
り
動
か
な
い
よ
う
に
、
し
っ
か
り

と
固
定
し
て
か
ら
走
り
出
す
。
船
で
怖
い
の

は
、
荷
崩
れ
と
、
波
が
船
の
中
に
飛
込
み
船
底
に
溜

ま
り
、
船
の
バ
ラ
ン
ス
を
崩
す
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ

で
、
常
に
海
水
を
か
い
出
し
な
が
ら
、
船
を
進
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
小
さ
い
船
で
は
、
波
の
谷
間
に

入
っ
た
時
は
、
前
後
左
右
海
水
に
囲
ま
れ
水
以
外
何

も
見
え
な
く
な
り
、
そ
こ
を
脱
出
す
る
た
め
海
水
を

登
る
よ
う
に
な
る
。
す
る
と
、
エ
ン
ジ
ン
に
負
担
が

大
き
く
か
か
る
た
め
回
転
が
ぐ
ん
と
落
ち
る
。
そ
こ

で
エ
ン
ジ
ン
を
止
め
て
し
ま
っ
た
ら
大
変
、
船
は
バ

ラ
ン
ス
を
失
い
転
覆
し
て
し
ま
う
、
急
い
で
エ
ン
ジ

ン
の
回
転
を
上
げ
て
や
る
。
次
に
船
が
波
頭
の
上
に
な
る
、
今
度
は
ス
ク
リ
ュ
ウ
ー
が
浮

い
て
し
ま
い
負
荷
が
軽
く
な
る
の
で
、
物
凄
い
勢
い
で
回
転
し
船
が
壊
れ
る
の
で
は
な
い

か
と
思
う
ほ
ど
振
動
す
る
。
こ
れ
を
繰
返
し
な
が
ら
、
な
る
べ
く
波
に
逆
ら
わ
な
い
よ
う

船
を
進
め
る
。
こ
の
よ
う
に
、
天
候
の
急
変
の
た
め
操
業
の
途
中
に
急
拠
引
き
上
げ
る
こ

と
が
、
毎
シ
ー
ズ
ン
二
度
や
三
度
は
必
ず
あ
っ
た
。

私
が
父
と
一
緒
に
海
に
行
く
よ
う
に
な
っ
た
の
は
昭
和
三
十
年
頃
か
ら
で
、
こ
の
頃
に

な
る
と
、
東
京
湾
の
水
も
、
か
な
り
汚
染
さ
れ
て
き
た
の
で
、
海
苔
養
殖
の
場
所
も
沖
へ

沖
へ
と
移
動
し
て
い
っ
た
。

養
殖
の
場
所
が
遠
く
な
っ
た
事
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
は
一
人
乗
り
の
テ
ン
マ
船
で
、

「
ろ
」
や
「
か
い
」
を
使
い
川
か
ら
漕
い
で
い
っ
た
が
、
テ
ン
マ
船
で
は
不
可
能
と
い
う

こ
と
で
、
エ
ン
ジ
ン
の
付
い
た
親
船
に
テ
ン
マ
船
を
乗
せ
て
現
場
ま
で
行
く
よ
う
に
な
っ

た
。
お
か
げ
で
、
ろ
や
か
い
で
船
を
漕
ぐ
腕
前
が
落
ち
た
。
親
船
で
沖
の
養
殖
場
に
着
く

と
、
テ
ン
マ
船
を
下
し
て
乗
り
移
る
。
し
か
し
、
漕
ぐ
の
は
十
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
に
な
っ

た
。
そ
れ
で
も
慣
れ
る
ま
で
の
私
は
、
少
し
風
が
出
た
だ
け
で
、
な
か
な
か
親
船
に
た
ど

り
着
け
な
く
、
私
も
初
め
の
頃
は
、
「
風
が
出
た
か
ら
帰
る
ぞ
」
と
、
父
に
い
わ
れ
、
急

い
で
仕
事
を
か
た
づ
け
、
親
船
に
向
か
っ
て
船
を
漕
ぐ
が
、
風
に
あ
お
ら
れ
思
う
よ
う
に

船
が
進
ま
ず
、
焦
れ
ば
焦
る
ほ
ど
違
う
方
向
に
船
が
行
っ
て
し
ま
っ
た
。
真
冬
と
い
う
の

に
汗
を
び
っ
し
ょ
り
掻
い
た
、
一
方
、
父
は
と
見
る
と
軽
く
す
い
す
い
漕
い
で
、
親
船
に

着
い
て
し
ま
う
。
そ
し
て
私
の
方
を
見
て
た
ま
り
か
ね
て
ロ
ー
プ
を
投
げ
て
く
れ
る
。
私

は
ロ
ー
プ
に
つ
か
ま
り
や
っ
と
親
船
に
た
ど
り
着
い
た
。
私
も
早
く
父
の
よ
う
に
船
を
漕

ぐ
よ
う
に
な
ら
な
け
れ
ば
と
思
い
一
生
懸
命
努
力
し
た
。

船
と
い
う
と
私
は
、
冬
の
海
、
季
節
風
、
そ
の
中
を
ゆ
っ
く
り
走
る
「
そ
ろ
そ
ろ
丸
」
、

そ
し
て
、
風
に
あ
お
ら
れ
流
さ
れ
そ
う
な
テ
ン
マ
船
と
、
若
い
頃
の
、
辛
く
、
厳
し
か
っ

た
思
い
出
が
次
々
と
、
浮
か
び
そ
し
て
、
消
え
て
い
く
。
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１、アク抜き作業（8月11日）
竹には油分があり、

そのまま竹ヒビとし

て使うと海苔がつき

にくいので竹を束ね

て１ヶ月程度、海中

に沈め油分を抜きま

す。この作業を「ア

ク抜き作業」といい

ます。

作業は潮の時間帯を読みながら迅速かつ的確に行

われます。往時を彷彿させる作業の手際の良さに目

を見張るものがありました。

２、せっころ落とし(8月11日)
今年4月に使

用した竹ヒビを

再利用するため

付 着 し て い る

「 せ っ こ ろ 」

（フジツボ類）

を「移植ゴテ」や「せっ

ころ落とし」という専

用の道具を使い、みな

さんは慣れた手つきで

「せっころ」（フジツボ類）を落としていきます。

右上の写真は、元海苔生産者から指導を受ける当

館のサポーター「はまどの会」のメンバー。

３、竹ヒビ引き揚げ作業（9月5日）
アク抜き作業を終えるため、竹ヒビの引き揚げ作

業をおこないました。

竹ヒビの材料となる

竹の枝に付着した通

称“ヌタ”と呼ばれ

るヘドロを海水で洗

い落としている作業

の様子です。

４、ヒビごさえ作業（9月5日）
竹ヒビをつ

くる作業です。

竹ヒビの下に

アゴと呼ばれ

る“かえし”

を作り、竹ヒ

ビが簡単に海

底から抜けな

くするための打合せ中の一コマ。

やり方は家々

によって千差

万別。元海苔

生産者の黙々

と仕事に向か

うその姿は大

変感銘を受け

る瞬間です。

元海苔生産者

の姿を見てい

ると微笑ましくも往時のご苦労が偲ばれます。

５、ノリの育苗（6月13日～10月中旬ころまでの予定）
「大森 海苔のふるさと館」ではノリの赤ちゃん

を育てています。ノリは冬に収穫し、夏から秋にか

けてのこの時期には柔らかい貝殻であるカキ殻の中

で生活をします。写真の黒い部分がノリの赤ちゃん

です。10月中頃（予定）までこのカキガラの展示を

行っていますのでぜひ、ノリの赤ちゃんをご見学く

ださい。（高橋）
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アサクサノリ生育観察事業
この事業は、地元住民による「アサクサノリ生育実行委員会」が実施しています。今回は、海でを育て

る冬に向けて、今年の夏から秋に行った準備作業を紹介します。

大森ふるさとの浜辺公園

における海苔生育実験



刻んだ生海苔を四角い枠に流し込み、乾海苔を作

る体験です。地元の元海苔生産者が、昔の海苔づく

りのお話をしながら、手ほどきしてくれます。

乾し上がった海苔は、翌日以降取りに来ていただ

くか、郵送でお届けします。

半日、手軽に体験したい方にお勧めです。

▼スケジュール▼

午前中は、海苔つけ体験を行います。

午後は、海苔網や海苔簀を作る体験、クイズ、海

苔生産者のお話、海苔づくりのスライドや映像など、

その回に応じて異なる内容を予定しています。

最後は、乾し上がった海苔を自分ではがして持っ

て帰れます（天候により乾かない場合もあります）。

一日中、海苔のことを楽しみたい方にお勧めです。

▼スケジュール▼
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平和島は戦前に埋

め立てられた小島で

した。昭和29年に競

艇場、昭和32年に平

和島温泉がオープン

するなど平和島はレ

ジャーランドとして

開発され、東京近郊

から多くの人々が娯楽に訪れるようになりました。

その一人である「はまどの会」の渡辺豊治氏から、

昭和30年代前半の平和島温泉の絵葉書を寄贈してい

ただきました。当時は品川区在住で、親せきが集ま

る機会があると平和島温泉へ行き、皆で宴会をした

思い出の場所だそうです。「島に渡る赤い橋が印象

的でね。当時は海苔もまだ盛んでした」と、子ども

の頃を懐かしそうに語ってくれました。

昭和30年代は生活水準が回復し、娯楽が大衆化し

た時代でした。温泉、遊園地、プールなど娯楽施設

が集まった平和島

は、戦後の娯楽の

象徴であり、多く

の人々の思い出の

詰まった場所と言

えるでしょう。

（まこ）

3月11日、東日本大震災による津波が太平洋沿岸を

襲いました。宮城県は全国約5位の海苔生産地。津波

は船、海苔網、乾燥機などを呑込みました。

あれから半年。宮城は種つけの時期を迎えました。

新聞記事によると、宮城県石巻湾支所では、9月5

日から陸上採苗が始まったそうです。今年は共同体

で生産にあたり、規模は昨年の約３分の１とのこと

です。順調にいけば10月中旬ごろ収穫が始まります。

また、「献上ノリ」で知られる東松島市矢本では、

投資の少ないワカメを養殖し、その収入を元に来年

度以降海苔養殖の復活を目指すそうです。また、塩

釜市では「うらと海の子一口オーナー制度」を立ち

あげ、自らの力による復興を目指しています。

宮城の海苔養殖は、江戸時代に大森が技術を伝え

たことに始まります。

そして現在、当館の海

苔つけ体験でも宮城県

産を使用しています。

今後も被災地の海苔

生産の復

興を応援

したいと

思います。

（まこ）

毎年大人気の海苔つけ体験に、今年から新しい催し物が加わりました。その名も「一日まる

ごとのりのり体験」です。それぞれの違いと楽しみ方をご紹介しましょう。
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ど っ ち

に参 加

する？

海苔つけ体験 一日まるごとのりのり体験or

思い出の旧平和島温泉

海苔つけ体験 10時～12時 一日まるごとのりのり体験 10時～15時

日時 申込日

11月27日（日）
11月11日（金）

12月11日（日）

1月22日（日）
1月11日（水）

2月12日（日）

3月4日（日） 2月21日（火）

日時 申込日
12月23日（祝・金）

12月11日（日）
1月8日（日）

2月26日（日）
2月11日（土）

3月11日（日）

海苔生産の再起へ
～東日本大震災の被災を乗り越えて～
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元船大工の小島延喜氏寄贈の荷足船

夏の子ども向け体験学習会

大森海苔漁業者の

名板
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平成23年度のはまどの

会の特別研修会が8回に渡って開

催されました。地域の海苔の歴史と

海苔の1年と1日の作業で実践を教えてい

ただき、また研修を東京海洋大学の学生

さんと共に勉強させていただきました。

そして、修了証もいただきました。来年

は展示ガイドを目指していっそうがん

ばりたいと思います。

（はまどの会 三城友子）

海苔業が終わって48年

が過ぎ、まさかふるはまで海苔

とりが出来るとは思っていなかった。

昔ながらのやり方で親子の皆さんに

指導し、本場大森海苔生産業の昔話を

しながら、今年も良い海苔が取れ1人

でも多くの方に体験してもらいたい

と思う。（海苔のふるさと館協

力者 中村博）

去年３回目のお月見

コンサート、創作詩に詩吟

とチェロのセッション、会員独自

の企画と演出で、次に弦楽四重奏が

心に染みいるような演奏。皆様の好

評を博しました。海と海苔とふるさと

（浜辺）をテーマに、今年もまた斬

新な企画で!!お月様、今年も中秋

のその日、顔を見せてくださ

いね！（NPO会員 岡崎

博）

東日本大震災で被害を受けられた方々にはお見舞いを申し上げますと共に、

復興へ向けた新たな1年となりますようお祈り申し上げます。

被害の大きかった宮城県は、海苔生産全国第5位（平成22年度）です。甚

大な被害を受けたものの、約3/1の生産者が協業によって生産を再開し、復

興へ向けた明るいニュースとなりました。

当館の海苔つけ体験でも、宮城県石巻産の生海苔を使用しています。現在、

宮城県を始め、いずれの生産地の海苔からも放射性物質の暫定基準値を超え

る数値は検出されていません。安全に対する情報もお伝えしておりますので、

ぜひ、体験にご参加いただきたいと願っております。

今年もどうぞよろしくお願いします。

東日本大震災と海苔生産

当館の活動にご協力いただいている方々から、新年のごあいさつをいただきました。



１、糸状体の培養（6月中旬～10月中旬）
昨年に引き続き、海苔の種である胞子を作る糸状

体をカキガラで培養する作業に再挑戦しました。汲

んで来た海水には多くの塩素成分や他の藻類、菌類

等も含まれており、糸状体を培養することの難しさ

も学びました。そこで朝晩、欠かさず水槽内の海水

温度の管理をし、塩素成分や他の藻類、菌類を限り

なく排除させるための海水作りにも取り組みました。

2、竹ヒビのヒビ建てと支柱建て（10月26日）
昨秋、往時にならい実際に竹ヒビを建てる為に使っ

ていた振り棒と

呼ばれる道具を

使って浜辺近く

の海に竹ヒビを

建てました。そ

の枝にカキガラ

の入った袋を結

んで海底に沈め、

海苔の種付け作

業も行ないました。

今回、中富小学校より振り棒をお借りし、児童に

は作業の見学と振り棒の体験をして貰いました。

3、竹ヒビの海苔の生育（12月21日）
その二ヶ月後、浜辺に建てている竹ヒビに海苔が

生長しているこ

とを確認しまし

た。昨年に続き

二度目の大きな

成果です。現在、

当館１階展示室

には水槽を設置

し、多くの来館

者にふるさとの

浜辺公園で採れたアサクサノリを間近で観察できる

ようにしています。

4、陸上採描（11月1日）
現在の海苔養殖では一般的に行われている種付け

方法で、この事業では初めての試みです。予め塩ビ

パイプで組んだ骨組みにブルーシートを被せた簡易

プールを作り、そこに海水とカキガラを入れ海苔網

を浸すと海苔の胞子

が付着します。さら

に海苔網を海水から

出したり浸したりを

繰り返すことでその

確率が高まり、強い

海苔芽が海苔網に付

着します。

5、網張り（12月21日～2月末）
今年は佐賀県で種付けされた海苔網と当館で陸上

採描した海苔網を張り出しました。現在、海苔網を

張る場所には限りがあるため、1枚ずつ張ると最大

で3枚・3か所までしか張れません。しかし海苔網を

複数枚重ねて張る

「重ね張り」の方法

の場合、１か所に複

数枚の海苔網を重ね

て張ることが可能と

なるため結果、収穫

に結びつく可能性が

高まります。

6、海苔とり（12月27日～3月上旬）
いよいよ海苔の収穫です。元海苔生産者の手際の

良さに驚くのと同時に冬の凍てつく海でも素手で海

苔を黙々と採るその姿勢に往時を彷彿させる光景が

甦ります。既に半世紀近い時間が経つ光景を目の当

たりにすると正直言葉を失います。

今年も往時の海苔作業の様子を間近で見る貴重な

機会となりました。（高橋）
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アサクサノリ生育観察事業
この事業は、地元住民による「アサクサノリ生育観察実行委員会」が実施しています。海苔のシーズン

である冬の作業と海苔の生育について紹介します。

大森ふるさとの浜辺公園

における海苔生育実験



┬冬に咲くロウバイ

１月、一面茶色でどこかさ

みしげな公園を浜から館に

向かって歩いてくると黄色

い花をつけた木があり、近

付 く と 甘 い 香

りがしま

す。ロウバイです。葉より

花が先に咲く中国原産の

木で、公園では花びらの

形が違う２種類のロウバ

イを見ることができます。

┬梅と桜の共演

梅一輪一輪ほどの暖かさ（服部嵐雪）

万葉の昔から日本人に愛さ

れて止まない梅もまた、寒い

中ぽつぽつと花を咲かせてい

きます。公園では紅白の梅を

楽しむことができます。続い

て、咲き始めるのが桜です。

ふるさと館周辺には河津桜、

鳥居桜、染井吉野、大島

桜、山桜といくつものサ

クラがあり、２月から

４月にかけての長い期間楽しむことができま

す。ふるさと館の前には河津桜と鳥居桜があ

ります。２年前ガールスカウトの皆さんによっ

て植樹された河津桜は、１９５５年に静岡県河

津町で発見された種類で、桜の中ではいち早く

咲きます。鳥居桜の木は大田区の友好都市であ

る長野県東御市

から贈られたも

ので、友好のシ

ンボルとして可

憐な花で私たち

を楽しませてく

れます。

┬草はらの小さな花たち

頭上ばかりでなく足元にも目を向けてみると、意

外にもたくさんの花が目に入ってきます。オオイヌ

ノフグリの青い小さな花は、まるで誰かが散りばめ

たかのように拡がっています。他にもヒメオドリコ

ソウやホトケノザなど、一般的には雑草とひとまと

めに呼ばれてしまう草ですが、かわいらしい花をつ

けています。

これからの時期、外を歩くのが気持ちの良い季節で

す。皆さん花を楽しみに足を運んでみませんか。

（小山）
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平成24年2月2日、20年4月の開館以来の来館者数が30万人を超えました。

皆様のご紹介やご来館のおかげとお礼申し上げます。

大森の海苔の歴史やふるさと館のことがテレビやラジオ、新聞にしばしば

取り上げられることもあり、近隣住民の方はもとより東京都内、神奈川、埼

玉などからも多数の方々が訪れてくださっています。また、“海苔のふるさ

と”の歴史を伝える施設として全国の海苔に関わる方々にも知られており、

羽田空港から立ち寄る方も増えています。

これからも、海苔養殖の歴史を伝えていくとともに公園やスポーツ施設に

囲まれた立地を活かして、多くの方に来館していただける魅力ある施設にし

ていきたいと思います。（小山）
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ふるさと会会報 「大森海苔の

ふるさと館 ニュース」25号
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館周辺の花さんぽ
大森 海苔のふるさと館が大森ふるさとの浜辺公園と平和の森公園の間にあることから、館周辺

では四季折々、さまざまな花を楽しむことができます。今回は冬から春にかけての花を紹介します。

鳥居桜

紅梅

ツクシ

ハハコグサ

ヒメオドリコソウ

ホトケノザ


